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博物館に来た日：平成 25 年８月　　日

(　                     　　　　　) 学校      (　　) 年 (  　) 組

名前：

学

どぐうの巻

平成館考古展示室の土偶について学ぼう！
ミュージアムシアターで上映される「土偶　縄文人の祈りのカタチ」
にも登場する土偶です。

土偶 ( ヤマネコ土偶 )
縄文時代 ( 中期 )・前 3000 ～前 2000 年 
山梨県笛吹市御坂町上黒駒出土 　宮本直吉氏寄贈 
顔を見てみましょう。
きざまれたもようは、刺青か、仮面でしょうか。
つりあがった目や、胸にあてた左手の三本のゆびの
表現は、平成館考古展示室に展示されているほかの
作品にもみつけることができます。

[ 重要文化財 ]　みみずく土偶 
縄文時代 ( 後期 )・前 2000 ～前 1000 年 
埼玉県さいたま市岩槻区 真福寺貝塚出土
まるい目と口が特徴的です。
耳につけているのは、やはりまるい耳かざり。
かみの毛をくしでとめ、からだじゅうにもようが表
され、とてもおしゃれだとわかります。
みみずくににているというこの土偶、関東地方で多
く作られました。

[ 重要文化財 ] 遮光器土偶 
縄文時代 ( 晩期 )・前 1000 ～前 400 年 
青森県つがる市木造亀ヶ岡出土
かおのほとんどを占める、とても大きな目。
この表現は、東北地方でつくられたものによくみら
れます。
あたまをうえからのぞいてみるとみると、中が空洞
だとわかります。

いれずみ　　　かめん

土偶は、縄文時代の
ひとびとが、ねがいをこめて、
ひとのかたちをねんどで作っ

てやいたもの。
どんな土偶があるだろう？

上演期間：2013 年 8月 10 日 ( 土 ) ～ 9 月 29 日 ( 日 )
上映時間：

上映場所：東洋館地下 1階ミュージアムシアター
鑑賞料金：高校生以上　500 円
　　　　　小・中学生　300 円 (8/10 ～ 9/1 は無料 )
　　　　　未就学児・障がい者とその介助者各 1名　無料

土・日・祝　　11:00、13:00、15:00
水・木・金　　13:00、15:00

東京国立博物館で、土偶、
土器、銅鐸、勾玉、埴輪
など教科書でみたものの

ほんものに出会い、クイズ
にこたえて考古学に挑戦！

今日は土偶に注目！

ど    き　 　どうたく　　まがたま　　はにわ

どぐう　とうきょうこくりつはくぶつかん

縄文時代、ひとびとが作って
いたのは土偶だけではありま
せん。どんなものを作り、使
い、どんな生活をしていたか、
想像しながら博物館見学の旅

にでよう！

学旅

挑

くうどう

とくちょうてき

し



東京国立博物館の平成館 1 階考古展示室を、ぐるりと一周
しながら、写真の作品をさがして、クイズに挑戦！1

③じぶん
しんちょう
(　　　　　) センチ

①はにわ ②土偶

こたえ：

熊本県の江田船山古墳
( えたふなやまこふん )
でみつかった刀。この刀
には、漢字も書かれてい
ます。

国宝　銀象嵌銘大刀
ぎんぞうがんめいのたち

このさかなは
ある刀のなかに

えがかれています。
この刀にはほかに

どんな絵が
描かれている？

どぐう

ちいき

とうきょうこくりつはくぶつかん　  へいせいかん　　　　　こうこてんじしつ　　　　

ちょうせん

教科書で
みたときの
イメージと
ずいぶん
ちがう…

2

3

平成館考古展示室の土偶オリジナルランキングをつけよう！

エントリー
ナンバー１

エントリー
ナンバー2

エントリー
ナンバー3

エントリー
ナンバー4

1 位に
えらんだ理由：

(　　　　　　　　)
ランキング

本館２階 1 室に展示されているのはどれ？
  ほんかん　　　　　　　　　　てんじ

金属でできた
くつのそこには
スパイクのよう

なものが！

スタンプ２
本館 1 階

スタンプ１
平成館考古展示室

スタンプ 3
東洋館シアター

4

土偶の名前：

お気に入りのポイント：

土偶や、土偶と同じ時代に作られたものが展示されている
展示室に行こう！
このワークシートをヒントに、本館、平成館で縄文時代につくられたものに出会ったら、
最後に東洋館ミュージアムシアターへ！ 3 つ目のスタンプと記念品をもらおう！
シアターでは「土偶　縄文人の祈りのカタチ」を上映しています。
※スタンプラリーは水・木・金・土・日の 9:30 ～ 17:00 限定です。
※記念品は小・中学生限定です。

土偶のにがおえ

旅

古墳 ( こふん )
時代のひとと
同じ漢字を
今も使って
いるんだ

こたえ：

平成館考古展示室にはいろいろなかたち、地域の土偶が
あります。自分の一番のお気に入りの作品はどれ？
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→→→


